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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板上に、走査信号配線と映像信号配線と、前記走査信号配線と映像信号配線との各交
差部に形成された薄膜トランジスタと、前記薄膜トランジスタに接続された細長い複数の
スリットが形成されている透明画素電極と、前記透明画素電極のスリットの下層に絶縁膜
をかいして形成された液晶配向方向制御電極を有するアクティブマトリックス基板と、前
記アクティブマトリックス基板に対向するカラーフィルター基板と、前記アクティブマト
リックス基板と前記カラーフィルター基板に挾持された負の誘電率異方性液晶層とからな
るカラーアクティブマトリックス型垂直配向方式液晶表示装置において、アクティブマト
リックス基板とカラーフィルター基板間に垂直配向された液晶分子に電圧を印加し、異な
る２方向または異なる４方向に液晶分子をたおれさせるために、下記の２種類の電極構造
をアクティブマトリックス基板の１画素内に形成したことを特徴とする液晶表示装置。
ｉ）カラーフィルター基板側には透明なベタ電極を用い、これに対向するアクティブマト
リックス基板側の透明画素電極には、細長いスリット状のパターン（スリット部には透明
電極はない。）が形成され、このスリット部の下層に液晶配向方向制御電極が形成されて
いない。
ｉｉ）カラーフィルター基板側には、透明なベタ電極を用い、これに対向するアクティブ
マトリックス基板側の透明画素電極には、細長いスリット状のパターンを形成し、このス
リットの下層に絶縁膜をかいしてスリットの形状とほぼ同じ形状でスリットよりもオーバ
ーサイズになっている液晶配向方向制御電極を形成する。
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【請求項２】
　請求項１の液晶表示装置に関して、アクティブマトリックス基板側の各画素ごとに分離
された透明画素電極の電位が、対向するカラーフィルター基板側のベタ共通電極の電位よ
りも低い時に、透明画素電極のスリットの下層に設置された液晶配向方向制御電極の電位
が透明画素電極の電位よりも低く設置されており、かつ透明画素電極の電位が、対向する
カラーフィルター基板側のベタ共通電極の電位よりも高い時には、透明画素電極のスリッ
トの下層に設置された液晶配向方向制御電極の電位が、透明画素電極の電位よりも高く設
置されており、かつ、透明画素電極の電位と液晶配向方向制御電極の電位は、カラーフィ
ルター基板側の共通電極の電位に対して、垂直走査周期ごとに、極性を反転させることを
特徴とする駆動方式を用いる垂直配向方式液晶表示装置。
【請求項３】
　基板上に、走査信号配線と映像信号配線と、前記走査信号配線と映像信号配線との各交
差部に形成された薄膜トランジスタと、前記薄膜トランジスタに接続された細長い複数の
スリットが形成されている透明画素電極と、前記透明画素電極のスリットの下層に絶縁膜
をかいして形成された液晶配向方向制御電極を有するアクティブマトリックス基板と、前
記アクティブマトリックス基板に対向するカラーフィルター基板と、前記アクティブマト
リックス基板と前記カラーフィルター基板に挾持された負の誘電率異方性液晶層とからな
るカラーアクティブマトリックス型垂直配向方式液晶表示装置において、アクティブマト
リックス基板とカラーフィルター基板間に垂直配向された液晶分子に電圧を印加し、異な
る２方向または４方向に液晶分子をたおれさせるために、下記の２種類の電極構造をアク
ティブマトリックス基板の１画素内に形成したことを特徴とする液晶表示装置。
ｉ）カラーフィルター基板側には透明なベタ電極を用い、これに対向するアクティブマト
リックス基板側の透明画素電極には、細長いスリット状のパターン（スリット部には透明
電極はない。）が形成され、このスリット部の下層に液晶配向方向制御電極が形成されて
いない。
ｉｉ）カラーフィルター基板側には透明なベタ電極を用い、これに対向するアクティブマ
トリックス基板側の透明画素電極には、細長いスリット状のパターンが形成されており、
透明画素電極の下層には、絶縁層をかいして、２行の互いに分離され、それぞれ異なる電
位に設定されている液晶配向方向制御電極が存在し、このうちのどちらか１方の液晶配向
方向制御電極が前記細長いスリット状のパターンの形状とほぼ同じ形状で、スリットより
もオーバーサイズになっており、かつ２行の互いに分離独立した液晶配向方向制御電極が
走査信号配線方向に、一定の画素周期ごとに互いにいれかわって透明画素電極に形成され
た細長いスリットの下層に配置されている。
【請求項４】
　請求項３の液晶表示装置に関して、アクティブマトリックス基板側の各画素ごとに分離
された透明画素電極の電位が、対向するカラーフィルター基板側のベタ共通電極の電位よ
りも低い時に、透明画素電極のスリットの下層に設置された液晶配向方向制御電極の電位
が透明画素電極の電位よりも低く設定されており、かつ透明画素電極の電位が、対向する
カラーフィルター基板側のベタ共通電極の電位よりも高い時に、透明画素電極のスリット
の下層に設置された液晶配向方向制御電極の電位が、透明画素電極の電位よりも高く設定
されており、かつ走査信号配線の両側に近接して配置されている液晶配向方向制御電極の
電位がお互いに異なった極性電位に設定されており、かつ透明画素電極の電位と、１画素
内に分離独立している２行の液晶配向方向制御電極のそれぞれの電位は、カラーフィルタ
ー基板側の共通電極の電位に対して垂直走査周期ごとに、極性を反転させることを特徴と
する駆動方式を用いる垂直配向方式液晶表示装置。
【請求項５】
　基板上に、走査信号配線と映像信号配線と、前記走査信号配線と映像信号配線との各交
差部に形成された薄膜トランジスタと、前記薄膜トランジスタに接続された細長い複数の
スリットが形成された透明画素電極と、前記透明画素電極のスリットの下層に絶縁膜をか
いして形成された液晶配向制御電極を有するアクティブマトリックス基板と、前記アクテ
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ィブマトリックス基板に対向するカラーフィルター基板と、前記アクティブマトリックス
基板と前記カラーフィルター基板に挾持された負の誘電率異方性液晶層とからなりたち、
かつ前記走査信号配線の方向に隣り合う透明画素電極が互いに異なる走査信号配線によっ
て制御される薄膜トランジスタに接続されているカラーアクティブマトリックス型垂直配
向方式液晶表示装置において、アクティブマトリックス基板とカラーフィルター基板間に
垂直配向された液晶分子に電圧を印加し、異なる２方向または異なる４方向に液晶分子を
たおれさせるために、下記の２種類の電極構造を、アクティブマトリックス基板の１画素
内に形成したことを特徴とする液晶表示装置。
ｉ）カラーフィルター基板側には、透明なベタ電極を用い、これに対向するアクティブマ
トリックス基板側の透明画素電極には、細長いスリット状のパターン（スリット部には透
明電極はない。）が形成され、このスリット部の下層に液晶配向方向制御電極が形成され
ていない。
ｉｉ）カラーフィルター基板側には透明なベタ電極を用い、これに対向するアクティブマ
トリックス基板側の透明画素電極には、細長いスリット状のパターンを形成し、このスリ
ットの下層に絶縁膜をかいしてスリットの形状とほぼ同じ形状で、スリットよりもオーバ
ーサイズになっている液晶配向方向制御電極を形成する。
【請求項６】
　請求項５の液晶表示装置に関して、アクティブマトリックス基板側の各画素ごとに分離
された透明画素電極の電位が、対向するカラーフィルター基板側のベタ共通電極の電位よ
りも低い時に、透明画素電極のスリットの下層に設置された液晶配向方向制御電極の電位
が透明画素電極の電位よりも低く設定されており、かつ透明画素電極の電位が、対向する
カラーフィルター基板側のベタ共通電極の電位よりも高い時には、透明画素電極のスリッ
トの下層に設置された液晶配向方向制御電極の電位が、透明画素電極の電位よりも高く設
定されており、かつ透明画素電極の電位と液晶配向方向制御電極の電位は、カラーフィル
ター基板側の共通電極の電位に対して、垂直走査周期ごとに、極性を反転させることを特
徴とする駆動方式を用いる垂直配向方式液晶表示装置。
【請求項７】
　基板上に、走査信号配線と映像信号配線と、前記走査信号配線と映像信号配線との各交
差部に形成された薄膜トランジスタと、前記薄膜トランジスタに接続された円形または多
角形の複数の穴と細長い複数のスリットが形成されている透明画素電極と、前記透明画素
電極のスリットの下層に絶縁膜をかいして形成された液晶配向方向制御電極を有するアク
ティブマトリックス基板と、前記アクティブマトリックス基板に対向するカラーフィルタ
ー基板と、前記アクティブマトリックス基板と前記カラーフィルター基板に挾持された負
の誘電率異方性液晶層とからなるカラーアクティブマトリックス型垂直配向方式液晶表示
装置において、アクティブマトリックス基板とカラーフィルター基板間に垂直配向された
液晶分子に電圧を印加して、多方向に液晶分子をたおれさせるために下記の２種類の電極
構造をアクティブマトリックス基板の１画素内に形成したことを特徴とする液晶表示装置
。
ｉ）カラーフィルター基板側には透明なベタ電極を用い、これに対向するアクティブマト
リックス基板側の透明画素電極には、円形または多角形の穴（穴の部分には透明電極はな
い。）が多数形成され、この穴の下層に液晶配向方向制御電極が形成されていない。
ｉｉ）カラーフィルター基板側には透明なベタ電極を用い、これに対向するアクティブマ
トリックス基板側の透明画素電極には、細長いスリット状のパターンを形成し、このスリ
ットの下層に絶縁膜をかいして、スリットの形状とほぼ同じ形状でスリットよりもオーバ
ーサイズになっている液晶配向方向制御電極を形成する。
【請求項８】
　請求項７の液晶表示装置に関して、アクティブマトリックス基板側の各画素ごとに分離
された透明画素電極の電位が対向するカラーフィルター基板側のベタ共通電極の電位より
も低い時に、透明画素電極のスリットの下層に設置された液晶配向方向制御電極の電位が
透明画素電極の電位よりも低く設定されており、かつ透明画素電極の電位が対向するカラ



(4) JP 4373071 B2 2009.11.25

10

20

30

40

50

ーフィルター基板側のベタ共通電極の電位よりも高い時には、透明画素電極のスリットの
下層に設置された液晶配向方向制御電極の電位が、透明画素電極の電位よりも高く設定さ
れており、かつ透明画素電極の電位と液晶配向方向制御電極の電位は、カラーフィルター
基板側の共通電極の電位に対して、垂直走査周期ごとに、極性を反転されることを特徴と
する駆動方式を用いる垂直配向方式液晶表示装置。
【請求項９】
　基板上に、走査信号配線と映像信号配線と、前記走査信号配線と映像信号配線との各交
差部に形成された薄膜トランジスタと、前記薄膜トランジスタに接続された円形または多
角形の複数の穴と細長い複数のスリットが形成されている透明画素電極と、前記透明画素
電極のスリットの下層に絶縁膜をかいして形成された液晶配向方向制御電極を有するアク
ティブマトリックス基板と、前記アクティブマトリックス基板に対向するカラーフィルタ
ー基板と、前記アクティブマトリックス基板と前記カラーフィルター基板に挾持された負
の誘電率異方性液晶層とからなるカラーアクティブマトリックス型垂直配向方式液晶表示
装置において、アクティブマトリックス基板とカラーフィルター基板間に垂直配向された
液晶分子に電圧を印加して、多方向に、液晶分子をたおれさせるために下記の２種類の電
極構造をアクティブマトリックス基板の１画素内に形成したことを特徴とする液晶表示装
置。
ｉ）カラーフィルター基板側には透明なベタ電極を用い、これに対向するアクティブマト
リックス基板側の透明画素電極には、円形または多角形の穴（穴の部分には透明電極はな
い。）が多数形成され、この穴の下層に液晶配向方向制御電極が形成されていない。
ｉｉ）カラーフィルター基板側には透明なベタ電極を用い、これに対向するアクティブマ
トリックス基板側の透明画素電極には、細長いスリット状のパターンが形成されており、
透明画素電極には、細長いスリット状のパターンが形成されており、透明画素電極の下層
には、絶縁層をかいして、２行の互いに分離され、それぞれ異なる電位に設定されている
液晶配向方向制御電極が存在し、このうちのどちらか１方の液晶配向方向制御電極が、前
記細長いスリット状のパターン形状とほぼ同じ形状で、スリットよりもオーバーサイズに
なっており、かつ２行の互いに分離独立した液晶配向方向制御電極が、走査信号配線方向
に、一定の画素周期ごとに互いにいれかわって透明画素電極に形成された細長いスリット
の下層に配置されている。
【請求項１０】
　請求項９の液晶表示装置に関して、アクティブマトリックス基板側の各画素ごとに分離
された透明画素電極の電位が、対向するカラーフィルター基板側のベタ共通電極の電位よ
りも低い時に、透明画素電極のスリットの下層に設置された液晶配向方向制御電極の電位
が透明画素電極の電位よりも低く設定されており、かつ透明画素電極の電位が対向するカ
ラーフィルター基板側のベタ共通電極の電位よりも高い時に、透明画素電極のスリットの
下層に設置された液晶配向方向制御電極の電位が、透明画素電極の電位よりも高く設定さ
れており、かつ走査信号配線の両側に近接して配置されている液晶配向方向制御電極の電
位が、お互いに異なった極性電位に設定されており、かつ透明画素電極の電位と、１画素
内に分離独立している２行の液晶配向方向制御電極のそれぞれの電位は、カラーフィルタ
ー基板側の共通電極の電位に対して垂直走査周期ごとに、極性を反転させることを特徴と
する駆動方式を用いる垂直配向方式液晶表示装置。
【請求項１１】
　基板上に、走査信号配線と映像信号配線と、前記走査信号配線と映像信号配線との各交
差部に形成された薄膜トランジスタと、前記薄膜トランジスタに接続された円形または多
角形の複数の穴と細長い複数のスリットが形成されている透明画素電極と、前記透明画素
電極のスリットの下層に絶縁膜をかいして形成された液晶配向方向制御電極を有するアク
ティブマトリックス基板と、前記アクティブマトリックス基板に対向するカラーフィルタ
ー基板と、前記アクティブマトリックス基板と前記カラーフィルター基板に挟持された負
の誘電率異方性液晶層とからなりたち、かつ前記走査信号配線の方向に、隣り合う透明画
素電極が互いに異なる走査信号配線によって制御される薄膜トランジスタに接続されてい
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るカラーアクティブマトリックス型垂直配向方式液晶表示装置において、アクティブマト
リックス基板とカラーフィルター基板間に垂直配向された液晶分子に電圧を印加して、多
方向に液晶分子をたおれさせるために、下記の２種類の電極構造をアクティブマトリック
ス基板の１画素内に形成したことを特徴とする液晶表示装置。
ｉ）カラーフィルター基板側には透明なベタ電極を用い、これに対向するアクティブマト
リックス基板側の透明画素電極には、円形または多角形の穴（穴の部分には透明電極はな
い。）が多数形成され、この穴の下層に液晶配向方向制御電極が形成されていない。
ｉｉ）カラーフィルター基板側には透明なベタ電極を用い、これに対向するアクティブマ
トリックス基板側の透明画素電極には、細長いスリット状のパターンを形成し、このスリ
ットの下層に絶縁膜をかいして　スリットの形状とほぼ同じ形状でスリットよりもオーバ
ーサイズになっている液晶配向方向制御電極を形成する。
【請求項１２】
　請求項１１の液晶表示装置に関して、アクティブマトリックス基板側の各画素ごとに分
離された透明画素電極の電位が、対向するカラーフィルター基板側のベタ共通電極の電位
よりも低い時に、透明画素電極のスリットの下層に設置された液晶配向方向制御電極の電
位が透明画素電極の電位よりも低く、設定されており、かつ透明画素電極の電位が対向す
るカラーフィルター基板側のベタ共通電極の電位よりも高い時には、透明画素電極のスリ
ットの下層に設置された液晶配向方向制御電極の電位が透明画素電極の電位よりも高く設
定されており、かつ透明画素電極の電位と、液晶配向方向制御電極の電位は、カラーフィ
ルター基板側の共通電極の電位に対して、垂直走査周期ごとに、極性を反転させることを
特徴とする駆動方式を用いる垂直配向方式液晶表示装置。
【請求項１３】
　請求項１，３，５のいずれか一項において、アクティブマトリックス基板側の透明画素
電極に形成されている細長くのびたスリットと、液晶配向方向制御電極と組みになったス
リットとが走査信号配線方向に対してほぼ±４５度の角度の方向にお互いにほぼ平行な関
係をたもちながら交互に配置されていることを特徴とする垂直配向方式液晶表示装置。
【請求項１４】
　請求項１，３，５のいずれか一項において、アクティブマトリックス基板側の透明画素
電極に形成されている細長くのびたスリットが走査信号配線の方向に対して±４５度の角
度の方向に配置されており、かつ液晶配向方向制御電極と組みになっているスリットが、
走査信号配線方向に対して平行な方向と、直交する方向に配置され、かつ画素電極の外周
部を液晶配向方向制御電極が画素電極と絶縁膜をかいしてかさなりながらとりかこんでい
る構造を特徴とする垂直配向方式液晶表示装置。
【請求項１５】
　請求項１，３，５のいずれか一項において、アクティブマトリックス基板側の透明画素
電極に形成されている細長くのびたスリットが走査信号配線の方向に対して平行な方向と
、直交する方向とに配置され、かつ液晶配向方向制御電極と組みになっているスリットが
、走査信号配線方向に対して平行に配置されており、かつ画素電極の外周部を液晶配向方
向制御電極が、画素電極と絶縁膜をかいしてかさなりながらとりかこんでいる構造を特徴
とする垂直配向方式液晶表示装置。
【請求項１６】
　請求項１，３，５のいずれか一項において、アクティブマトリックス基板側の透明画素
電極に形成されている細長くのびたスリットが、走査信号配線方向に対して平行な方向と
、直交する方向に配置され、かつ液晶配向方向制御電極と組みになっているスリットが走
査信号配線方向に対して±４５度の角度の方向に配置されている構造を特徴とする垂直配
向方式液晶表示装置。
【請求項１７】
　請求項７，９，１１のいずれか一項において、アクティブマトリックス基板側の透明画
素電極に形成されている複数の円形または多角形のホールをとりかこむように液晶配向方
向制御電極と組みになったスリットが、走査信号配線方向に対して平行な方向と、直交す
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る方向に配置されており、かつ画素電極の外周部を液晶配向方向制御電極が、画素電極と
絶縁膜をかいしてかさなりながらとりかこんでいる構造を特徴とする垂直配向方式液晶表
示装置。
【請求項１８】
　請求項１，３，５，７，９，１１のいずれか一項において、透明画素電極のスリットの
下層に絶縁物層をかいして形成された液晶配向方向制御電極が、走査信号配線形成時に同
時に同じ層に形成されていることを特徴とする垂直配向方式液晶表示装置。
【請求項１９】
　請求項１，３，５，７，１１のいずれか一項において、透明画素電極のスリットの下層
に絶縁物層をかいして形成された液晶配向方向制御電極と、透明画素電極とで付加容量を
形成していることを特徴とする垂直配向方式液晶表示装置。
【請求項２０】
　請求項３または９において、走査信号配線と液晶配向方向制御電極の両方の接続端子が
表示画面部の左側または右側のどちらか一方に配置され、走査信号配線の接続端子部には
さまれて一行の画素を制御する２行の液晶配向方向制御電極の接続端子部が配置されてい
ることを特徴とする垂直配向方式液晶表示装置。
【請求項２１】
　請求項５または１１において、走査信号配線と液晶配向方向制御電極の両方の接続端子
が表示画面部の左側または右側のどちらか一方に配置され、走査信号配線の接続端子部に
はさまれて、一行の画素を制御する一行の液晶配向方向制御電極の接続端子部が配置され
ていることを特徴とする垂直配向方式液晶表示装置。
【請求項２２】
　請求項１，３，５，７，９，１１のいずれか一項において、走査信号配線の接続端子部
が表示画面部の左側または右側のどちらか１方に配置され、かつ液晶配向方向制御電極の
接続端子部は、走査線の接続端子部とは異なるもう一方側に配置されていることを特徴と
する垂直配向方式液晶表示装置。
【請求項２３】
　請求項３または９において、走査信号配線と液晶配向方向制御電極の両方ともに、接続
端子が表示画面部の左右両側に配置されており、かつ走査信号配線の接続端子部にはさま
れて、一行の画素を制御する２行の液晶配向方向制御電極の接続端子部が配置されている
ことを特徴とする垂直配向方式液晶表示装置。
【請求項２４】
　請求項５または１１において、走査信号配線と液晶配向方向制御電極の両方ともに、接
続端子が表示画面部の左右両側に配置されており、かつ走査信号配線の接続端子部にはさ
まれて、一行の画素を制御する一行の液晶配向方向制御電極の接続端子部が配置されてい
ることを特徴とする垂直配向方式液晶表示装置。
【請求項２５】
　請求項１，３，５，７，９，１１のいずれか一項において、動画表示の時に、透明画素
電極のスリットの下層に形成されている液晶配向方向制御電極と透明画素電極間に印加さ
れるバイアス電圧を、静止画表示の時よりも大きくし、負の誘電率異方性液晶分子のたお
れる速度をはやくしたことを特徴とする垂直配向方式液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、低コストで広視野角・高輝度・高速応答の大画面アクティブマトリックス型液
晶ＴＶ表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
図１にあるように従来の垂直配向方式液晶表示装置は、カラーフィルター側基板の透明共
通電極の上に、液晶分子の運動方向を制御するバンプを形成し、かつアクティブマトリッ
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クス基板の透明画素電極に、液晶分子の運動方向を制御するスリットをもうけ、これらの
バンプとスリットが１組になって液晶分子の運動方向を決定する方式を採用している。カ
ラーフィルター側基板にバンプのかわりに液晶分子の運動方向を制御するスリットを透明
共通電極に形成する方式もある。これらの両方の方式ともに量産され実用化されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
従来のマルチドメイン垂直配向方式液晶表示装置では、カラーフィルター基板に、バンプ
かスリットを透明共通電極に形成しなければならず、ホトマスク工程を１回ふやさなけれ
ばならなかった。そのためにコストアップをさけることができなかった。
【０００４】
さらに図１にあるようなカラーフィルター側にバンプを形成する垂直配向方式液晶表示装
置では、バンプの幅，高さ、傾斜面の角度を精密にコントロールしないと、液晶分子のた
おれかたにバラツキが生じてしまい、中間調領域でムラが発生する。バンプの材質がポジ
型ホトレジストであるために、有機溶剤を完全にとりのぞく必要があり、２００度以上の
高温で焼きかためなければならず工程の短縮化が難かしい。ポジ型ホトレジストのバンプ
から液晶中に汚染物が溶出した場合、残像の現象が発生し信頼性の点でも問題となる。
【０００５】
従来のバンプを用いたカラーフィルター基板では、バンプの材料としてポジ型ホトレジス
トを用いるために、垂直配向膜の塗布工程で不良が発生した場合、リワークする時に酸素
プラズマを用いたドライアッシング方法を用いることができない。そのために、ランニン
グコストの高いウェットリムーブ方法を用いなければならずリワークコストが非常に高く
なるという欠点があった。
【０００６】
従来のバンプやスリットを用いる垂直配向方式液晶表示装置では黒表示から中間調表示ま
たは白表示から中間調表示に移る時の液晶の応答速度が遅いという欠点があった。
【０００７】
本発明は、上記の問題点を解決するものであり、その目的とする所は、大型の垂直配向方
式液晶表示装置の信頼性を向上し、安価に短時間で製造できしかも明るく、応答速度のは
やい液晶表示を実現することにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
前記課題を解決し、上記目的を達成するために、本発明では、下記の手段を用いる。
【０００９】
〔手段１〕アクティブマトリックス基板とカラーフィルター基板に垂直配向された、負の
誘電率異方性液晶分子に電圧を印加し、異なる２方向または、４方向に液晶分子をたおれ
させるために下記の２種類の電極構造をアクティブマトリックス基板の１画素内に形成し
た。
ｉ）カラーフィルター基板側には透明なベタ共通電極を用いこれに対向するアクティブマ
トリックス基板側の透明画素電極には、細長いスリット状のパターン（スリット部には透
明電極はない。）を形成する。
ｉｉ）カラーフィルター基板側には透明なベタ共通電極を用いこれに対向するアクティブ
マトリックス基板側の透明画素電極には、細長いスリット状のパターンが形成されており
、透明画素電極の下層には、絶縁層をかいして、２行の互いに分離され、それぞれ異なる
電位に設定されている液晶配向方向制御電極が存在し、このうちどちらか１方の液晶配向
方向制御電極が、前記細長いスリット状のパターンの形状とほぼ同じ形状で、スリットよ
りもオーバーサイズになっており、かつ２行の互いに分離独立した液晶配向方向制御電極
が、走査信号配線方向に、一定の画素周期ごとに互いにいれかわって透明画素電極に形成
された細長いスリットの下層に配置されている。
【００１０】
〔手段２〕手段１の電極構造を有する垂直配向方式液晶表示装置の駆動法として下記の駆
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動方式を用いる。アクティブマトリックス基板側の各画素ごとに分離された透明画素電極
の電位が、対向するカラーフィルター基板側わのベタ共通電極の電位よりも低い時に、透
明画素電極のスリットの下層に設置された液晶配向方向制御電極の電位が透明画素電極の
電位よりも低く設定されており、かく透明画素電極の電位が、対向するカラーフィルター
基板側のベタ共通電極の電位よりも高い時に、透明画素電極のスリットの下層に設置され
た液晶配向方向制御電極の電位が、透明画素電極の電位よりも高く設定されており、かつ
走査信号配線の両側に近接して配置されている液晶配向方向制御電極の電位が、お互いに
異なった極性電位に設定されており、かつ透明画素電極の電位と１画素内に分離独立して
いる２行の液晶配向方向制御電極のそれぞれの電位は、カラーフィルター基板側の共通電
極の電位に対して垂直走査周期ごとに、極性を反転させる駆動方式を用いる。
【００１１】
〔手段３〕走査信号配線の方向に隣り合う透明画素電極が互いに異なる走査信号配線によ
って制御される薄膜トランジスタに接続されているカラーアクティブマトリックス型垂直
配向方式液晶表示装置に関して、アクティブマトリックス基板とカラーフィルター基板間
に垂直配向された液晶分子に電圧を印加し、異なる２方向または異なる４方向に液晶分子
をたおれさせるために、下記の２種類の電極構造をアクティブマトリックス基板の１画素
内に形成した。
ｉ）カラーフィルター基板側には透明なベタ共通電極を用い、これに対向するアクティブ
マトリックス基板側の透明画素電極には、細長いスリット状のパターン（スリット部には
透明電極はない。）を形成する。
ｉｉ）カラーフィルター基板側には、透明なベタ共通電極を用い、これに対向するアクテ
ィブマトリックス基板側の透明画素電極には、細長いスリット状のパターンを形成し、こ
のスリットの下層に絶縁膜をかいして、スリットの形状とほぼ同じ形状で、スリットより
もオーバーサイズになっている液晶配向方向制御電極を形成する。
【００１２】
〔手段４〕手段３の電極構造を有する垂直配向方式液晶表示装置の駆動法として下記の駆
動方式を用いる。アクティブマトリックス基板側の各画素ごとに分離された透明画素電極
の電位が対向するカラーフィルター基板側のベタ共通電極の電位よりも低い時に、透明画
素電極のスリットの下層に設置された液晶配向方向制御電極の電位が透明画素電極の電位
よりも低く設定されており、かつ透明画素電極の電位が対向するカラーフィルター基板側
のベタ共通電極の電位よりも高い時には、透明画素電極のスリットの下層に設置された液
晶配向方向制御電極の電位が、透明画素電極の電位よりも高く設定されており、かつ透明
画素電極の電位と液晶配向方向制御電極の電位は、カラーフィルター基板側の共通電極の
電位に対して、垂直走査周期ごとに、極性を反転させる駆動方式を用いる。
【００１３】
〔手段５〕アクティブマトリックス基板とカラーフィルター基板に垂直配向された負の誘
電率異方性液晶分子に電圧を印加し多方向に液晶分子をたおれさせるために、下記の２種
類の電極構造をアクティブマトリックス基板の１画素内に形成した。
ｉ）カラーフィルター基板側には透明なベタ電極を用い、これに対向するアクティブマト
リックス基板側の透明画素電極には、円形または多角形の穴（穴の部分には透明電極はな
い。）を多数形成する。
ｉｉ）カラーフィルター基板側には透明なベタ電極を用い、これに対向するアクティブマ
トリックス基板側の透明画素電極には、細長いスリット状のパターンが形成されており、
透明画素電極には、細長いスリット状のパターンが形成されており、透明画素電極の下層
には、絶縁層をかいして、２行の互いに分離され、それぞれ異なる電位に設定されている
液晶配向方向制御電極が存在し、このうちどちらか１方の液晶配向方向制御電極が、前記
細長いスリット状のパターン形状とほぼ同じ形状でスリットよりもオーバーサイズになっ
ており、かつ２行の互いに分離独立した液晶配向方向制御電極が、走査信号配線方向に、
一定の画素周期ごとに、互いにいれかわって透明画素電極に形成された細長いスリットの
下層に配置されている。
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【００１４】
〔手段６〕手段５の電極構造を有する垂直配向方式液晶表示装置の駆動法として、下記の
駆動方式を用いる。アクティブマトリックス基板側の各画素ごとに分離された透明画素電
極の電位が、対向するカラーフィルター基板側のベタ共通電極の電位よりも低い時に、透
明画素電極のスリットの下層に設置された液晶配向方向制御電極の電位が透明画素電極の
電位よりも低く設定されており、かつ透明画素電極の電位が対向するカラーフィルター基
板側のベタ共通電極の電位よりも高い時に、透明画素電極のスリットの下層に設置された
液晶配向方向制御電極の電位が、透明画素電極の電位よりも高く設定されており、かつ走
査信号配線の両側に近接して配置されている液晶配向方向制御電極の電位が、お互いに異
なった極性電位に設定されており、かつ透明画素電極の電位と、１画素内に分離独立して
いる２行の液晶配向方向制御電極のそれぞれの電位は、カラーフィルター基板側の共通電
極の電位に対して垂直走査周期ごとに、極性を反転させる駆動方式を用いる。
【００１５】
〔手段７〕走査信号配線の方向に隣り合う透明画素電極が、互いに異なる走査信号配線に
よって制御される薄膜トランジスタに接続されているアクティブマトリックス型垂直配向
方式液晶表示装置に関して、アクティブマトリックス基板とカラーフィルター基板間に垂
直配向された液晶分子に電圧を印加し、多方向に液晶分子をたおれさせるために、下記の
２種類の電極構造をアクティブマトリックス基板の１画素内に形成した。
ｉ）カラーフィルター基板側には透明なベタ電極を用いこれに対向するアクティブマトリ
ックス基板側の透明画素電極には、円形または多角形の穴（穴の部分には、透明電極はな
い。）を多数形成する。
ｉｉ）カラーフィルター基板側には透明なベタ電極を用い、これに対向するアクティブマ
トリックス基板側の透明画素電極には、細長いスリット状のパターンを形成し、このスリ
ットの下層に、絶縁膜をかいしてスリットの形状とほぼ同じ形状でスリットよりもオーバ
ーサイズになっている液晶配向方向制御電極を形成する。
【００１６】
〔手段８〕手段７の電極構造を有する垂直配向方式液晶表示装置の駆動法として、下記の
駆動方式を用いる。アクティブマトリックス基板側の各画素ごとに分離された透明画素電
極の電位が、対向するカラーフィルター基板側のベタ共通電極の電位よりも低い時に、透
明画素電極のスリットの下層に設置された液晶配向方向制御電極の電位が透明画素電極の
電位よりも低く設定されており、かつ透明画素電極の電位が対向するカラーフィルター基
板側のベタ共通電極の電位よりも高い時には、透明画素電極のスリットの下層に設置され
た液晶配向方向制御電極の電位が、透明画素電極の電位よりも高く設定されており、かつ
透明画素電極の電位と、液晶配向方向制御電極の電位は、カラーフィルター基板側の共通
電極の電位に対して、垂直走査周期ごとに、極性を反転させる駆動方式を用いる。
【００１７】
〔手段９〕手段１，３において、アクティブマトリックス基板側の透明画素電極に形成さ
れている細長くのびたスリットと、液晶配向方向制御電極と組みになったスリットとが、
走査信号配線方向に対してほぼ±４５度の角度の方向に、ほぼ平行な関係をたもちながら
交互に配置されており、液晶セルの外部に設置する２枚の偏光板の偏光軸は、走査信号配
線方向と、映像信号配線方向にそろえ互いに直交する配置とした。
【００１８】
〔手段１０〕手段１，３において、アクティブマトリックス基板側の透明画素電極に形成
されている細長くのびたスリットが、走査信号配線の方向に対して±４５度の角度の方向
に配置されており、かつ液晶配向方向制御電極と組みになっているスリットが走査信号配
線方向に対して平行な方向と、直交する方向に配置されかつ画素電極の外周部を液晶配向
方向制御電極が画素電極と絶縁膜をかいしてかさなりながらとりかこんでいる構造をして
おり、液晶セルの外部に設置する　２枚の偏光板の偏光軸は、走査信号配線方向と映像信
号配線方向にそろえ、互いに直交する配置とした。
【００１９】
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〔手段１１〕手段１，３において、アクティブマトリックス基板側の透明画素電極に形成
されている細長くのびたスリットが走査信号配線の方向に対して平行な方向と、直交する
方向とに配置されかつ液晶配向方向制御電極と組みになっているスリットが、走査信号配
線方向に対して平行に配置されており、かつ画素電極の外周部を液晶配向方向制御電極が
、画素電極と絶縁膜をかいしてかさなりながらとりかこんでいる構造をしており、液晶セ
ルの外部に設置する２枚の偏光板の偏光軸は、走査信号配線方向と映像信号配線方向にそ
ろえ互いに直交する配置とした。
【００２０】
〔手段１２〕手段１，３において、アクティブマトリックス基板側の透明画素電極に形成
されている細長くのびたスリットが、走査信号配線方向に対して平行な方向と、直交する
方向に配置され、かつ液晶配向方向制御電極と組みになっているスリットが、走査信号配
線方向に対して±４５度の角度の方向に配置されている構造をしており、液晶セルの外部
に設置する２枚の偏光板の偏光軸は、走査信号配線方向と映像信号配線方向にそろえ互い
に直交する配置とした。
【００２１】
〔手段１３〕手段５，７において、アクティブマトリックス基板側の透明画素電極に形成
されている複数の円形または多角形のホールをとり囲むように液晶配向方向制御電極と組
みになったスリットが走査信号配線方向に対して平行な方向と直交する方向に配置されて
おり、かつ画素電極の外周部を液晶配向方向制御電極が画素電極と絶縁膜をかいしてかさ
なりながらとりかこんでいる構造としており、液晶セルの外部に設置する２枚の偏光板の
偏光軸は、走査信号配線方向と映像信号配線方向にそろえ互いに直交する配置とした。
【００２２】
〔手段１４〕手段１，３，５，７において、透明画素電極のスリットの下層に絶縁物層を
かいして形成された液晶配向方向制御電極が、走査信号配線形成時に同時に同じ層に形成
されるようにした。
【００２３】
〔手段１５〕手段１，３，５，７において、透明画素電極のスリットの下層に絶縁物層を
かいして形成された液晶配向方向制御電極と透明画素電極とで、付加容量を形成した。
【００２４】
〔手段１６〕手段１，５において、走査信号配線と液晶配向方向制御電極はすべて完全に
分離独立しておりそれぞれ別の駆動ＩＣの出力端子に接続され、一行の画素を制御する２
行の液晶配向方向制御電極の接続端子部は、異なる走査信号配線の接続端子部にはさまれ
るように配置されている。
【００２５】
〔手段１７〕手段３，７において、走査信号配線と液晶配向方向制御電極はすべて完全に
分離独立しておりそれぞれ別の駆動ＩＣの出力端子に接続され、一行の画素を制御する一
行の液晶配向方向制御電極の接続端子部は、異なる走査信号配線の接続端子部にはさまれ
るように配置されている。
【００２６】
〔手段１８〕手段１，３，５，７において、走査信号配線の接続端子部が表示画面部の左
側または右側のどちらか１方に配置され、かつ液晶配向方向制御電極の接続端子部は、走
査信号配線の接続端子部とは異なるもう一方側に配置され、それぞれの接続端子は完全に
分離独立しており、それぞれ別の駆動ＩＣの出力端子に接続されている。
【００２７】
〔手段１９〕手段１，５において、走査信号配線と液晶配向方向制御電極はすべて完全に
分離独立しており、それぞれの接続端子が表示画面の左右両側に配置されており、かつ１
行の画素を制御する２行の液晶配向方向制御電極の接続端子部は、異なる走査信号配線の
接続端子部にはさまれるように配置されている。
【００２８】
〔手段２０〕手段３，７において、走査信号配線と液晶配向方向制御電極は、すべて完全
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に分離独立しており、それぞれの接続端子が表示画面の左右両側に配置されており、かつ
１行の画素を制御する１行の液晶配向方向制御電極の接続端子部は、異なる走査信号配線
の接続端子部にはさまれるように配置されている。
【００２９】
〔手段２１〕手段２，４，６，８において、動画表示の時に、透明画素電極のスリットの
下層に形成されている液晶配向方向制御電極と、透明画素電極間に印加されるバイアス電
圧を、静止画表示の時よりも大きくし、負の誘電率異方性液晶分子のたおれる速度をはや
くした。
【００３０】
【作用】
手段１，２，３，４，５，６，７，８を用いることで図２，図３図５，図６にしめされて
いるように負の誘電率異方性液晶分子を垂直配向された状態から目的とする方向にたおれ
させることが可能となります。これにより従来の図１にあるような垂直配向方式液晶表示
装置のカラーフィルター側基板に形成しなければならなかった液晶分子の運動方向制御用
バンプ▲５▼を形成する必要がなくなった。これにより図４にあるように安価なカラーフ
ィルターを用いてマルチドメイン垂直配向方式液晶表示装置を作れるようになる。さらに
図４から、わかるようにカラーフィルター側のベタ共通電極とアクティブマトリックス基
板の透明画素電極のあいだには、配向膜と負の誘電率異方性液晶しか存在しないのでバン
プ▲５▼からの汚染物の拡散などの問題が完全になくなり信頼性がいちじるしく向上する
。
【００３１】
さらに、バンプ▲５▼がないので配向膜塗布が失敗しても、ドライアッシャーによる酸素
プラズマで簡単に短時間で再生することができる。配向膜塗布前の表面処理に、ドライア
ッシャーを用いた酸素とアルゴンのプラズマ処理を用いることができるので配向膜塗布工
程でのはじきやピンホールの発生を激減できる。
【００３２】
手段９，１０，１１，１２，１３を用いることで、偏光板の有効利用効率を大幅に向上す
ることができ、超大型液晶表示装置で用いる偏光板のコストを低減できる。さらにバック
ライトで使用する２種類の材料の多層積層体からなる反射性偏光子の有効利用効率も同様
に大幅に向上することができるので超大型液晶表示装置用バックライトのコストも低減で
きる。液晶分子の運動方向を４方向に制御できるので広い視野角も実現できる。
【００３３】
手段１４，１５を用いることで従来のアクティブマトリックス基板の製造工程を変更する
ことなく、まったく同じプロセスで本発明のアクティブマトリックス基板を製造できる。
さらに図７，図８，図９，図１０，図１４，図１６，図１７，図１８，図２５にあるよう
に、液晶配向方向制御電極が映像信号配線の両側に近接して配置されているために、映像
信号配線の電位変動がシールドされやすくなっている。このために、垂直方向のクロスト
ークの発生を完全におさえることができる。
【００３０】
手段１６，１７，１８，１９，２０を用いることで各行の画素電極のスリットの下層に形
成されている液晶配向方向制御電極を各行ごとに別々に駆動することが可能となり表示画
面の上部、中部、下部ともに同じ条件で均一表示することができるようになります。
【００３１】
手段２，４，６，８，２１を用いることで負の誘電率異方性液晶分子を垂直配向された状
態から目的とする方向にたおれさせることが可能となり、ディスクリネーションの発生を
防止でき均一な中間調表示が可能となります。さらに従来の垂直配向方式液晶表示モード
で問題となっていた黒表示から中間調表示、白表示から中間調表示への応答スピードの遅
さが、本発明を用いることで大幅に改善できる。動画対応の時には、透明画素電極と透明
画素電極のスリットの下層に形成された液晶配向方向制御電極との間に印加されるバイア
ス電圧を大きくすることで応答速度をさらに向上することが可能である。本発明では黒表
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示に近づけば近づくほど上記バイアス電圧が大きくなるように作用するため応答速度を全
領域で改善することができる。
【００３２】
【実施例】
〔実施例１〕図４，図５，図６は、本発明の第１の実施例の断面図である。カラーフィル
ター基板にはベタ透明共通電極があり、この基板に対向してアクティブマトリックス基板
が平行に配置されている。アクティブマトリックス基板はまず走査信号配線と液晶配向方
向制御電極を同時に同じ層に形成した後、ゲート絶縁膜とアモルファスシリコン層とオー
ミックコンタクト用のｎ＋アモルファスシリコン層を堆積する。薄膜トランジスタ素子部
を形成した後映像信号配線とドレイン電極を形成する。次にパッシベーション膜を堆積し
てからドレイン電極の部分にコンタクトホールを形成して透明導電膜を堆積する。透明導
電膜は、図７にあるようにスリットがいくつか形成されて各画素ごとに完全に分離され透
明画素電極となる。本発明の電極構造の特徴は図２にあるように、カラーフィルター側の
ベタ共通電極に対向して細長いスリットまたは円形または多角形のホールが形成されてい
る部分と、図３にあるようにカラーフィルター側のベタ共通電極に対向して細長いスリッ
トとスリットの下層にスリットとほぼ同じ形状でスリットよりもオーバーサイズで液晶配
向方向制御電極が形成されている部分とが１画素内に共存している点にあります。図５，
図６にあるようにこの２種類の電極構造により、負の誘電率異方性液晶分子は１画素内で
２方向または４方向または多方向に正確に目的とする方向にたおれるように制御されます
。図２，図３に等電位線の分布がえがかれています。
【００３３】
図４，図５，図６にあるように実施例１では、映像信号配線の左右両側に近接して液晶配
向方向制御電極が配置されている。映像信号配線の信号電圧変化を液晶配向方向制御電極
がシールドしてまうため透明画素電極に映像信号配線の影響がつたわらない。従来の図１
にしめした垂直配向方式液晶表示装置とくらべて図４の本発明の垂直配向方式液晶表示装
置は垂直クロストークの発生が少ない。カラーフィルターのＢＭ（遮光膜）の幅も従来の
ものよりも狭くできるので開口率の大きな垂直配向方式液晶表示装置を実現できる。
【００３４】
〔実施例２〕図３０，図３１，図３２は、本発明の第２の実施例の断面図である。基本的
な考え方は実施例１とほぼ同じ構造を採用している。１画素内に図２と図３に示されてい
るような２種類の電極構造が共存している点に特徴がある。図３０，図３１，図３２にあ
るように映像信号配線は、画素電極に左右両側からはさまれているだけなので映像信号配
線の容量を最少に設計できるため、映像信号配線の抵抗値が高くても信号遅延の問題が発
生しにくい。図２４は、実施例２の平面図である。液晶配向方向制御電極は１画中に１行
しか存在していない。となりあう画素電極はそれぞれ異なる走査信号配線によって制御さ
れる薄膜トランジスタに接続されている。図２４の平面図にあるように液晶配向方向制御
電極が走査信号配線に近接する領域が小さいために走査信号配線と液晶配向方向制御電極
とを同じ層に同時に形成してもお互いが連結しあい電気的にショートしてしまう欠陥が発
生する確率は非常に小さい。スリットは走査信号配線の方向に平行な方向と垂直な方向に
形成されており、液晶配向方向制御電極と組みになっているスリットは走査信号配線の方
向に対して±４５度の角度の方向にのびている。液晶配向方向制御電極と組みになってい
るスリットは図２８，図２９にあるようなひし型をつなげたような形状でも良いし、四角
形をならべたような形状でも良い。
【００３５】
〔実施例３〕図７は、本発明の第３の実施例の平面図である。実施例１の断面構造図と実
施例２の断面構造図の２種類が１画素内部に混在している構造をしている。１画素内に２
行の液晶配向方向制御電極が配置されており、それぞれの電位は、対向するカラーフィル
ター側の共通電極電位を基準として正極電位と負極電位になっている。となりあう透明画
素電極はそれぞれ異なる液晶配向方向制御電極によってコントロールされている。図１１
と図１２にあるように、透明画素電極に正の極性の信号が書きこまれた時には透明画素電
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極のスリットの下層に絶縁膜をかいして形成されている液晶配向方向制御電極の電位は透
明画素電極よりも高い正の極性電位にあり、透明画素電極に負の極性の信号が書きこまれ
た時には透明画素電極のスリットの下層に絶縁膜をかいして形成されている液晶配向方向
制御電極の電位は、透明画素電極よりも低い負の極性電位にある。透明画素電極と１画素
内に配置されている２行の液晶配向方向制御電極は垂直周期ごとにそれぞれの極性をいれ
かえている。
【００３６】
図７にあるように透明画素電極に形成されているスリットとスリットの下層に配置されて
いる液晶配向方向制御電極は、走査信号配線の方向に対して±４５度の角度で配置されて
いる。１画素の上半分と下半分とではそれぞれスリットとスリットの下層の液晶配向方向
制御電極はお互いにほぼ平行にたがいちがいに配置されている。画素の中央部に液晶配向
方向制御電極が上半分と下半分を分離するように配置されている点に特徴がある。偏光板
は液晶セルの外部に偏光軸が走査信号配線に対して平行と直角方向になるように互いに直
交する関係で配置されている。
【００３７】
〔実施例４〕図８，図９，図１０は本発明の第４の実施例の平面図である。実施例１の断
面構造図を採用しており、透明画素電極の外周を液晶配向方向制御電極がとりかこんでい
る。このために映像信号配線の電位変動の影響を透明画素電極が受けにくいので垂直クロ
ストークが発生しにくい。液晶配向方向制御電極と透明画素電極とがオーバーラップして
いるためにカラーフィルターの遮光膜（ＢＭ）の範囲をせばめることができるために開口
率をあげることができる。１画素内に２行の液晶配向方向制御電極が存在しており駆動方
式は実施例３とほぼ同じ方式を用いることができる。図８では画素電極に形成されたスリ
ットが走査信号配線方向に対して±４５度の方向に配置されている。図９では画素電極に
形成されたスリットは走査信号配線方向に対して水平と垂直の２方向に配置されている。
図１０では画素電極にこまかいスリットのきざみを液晶分子の運動方向にいれている。偏
光板の配置は実施例３とまったく同じで良い。
【００３８】
〔実施例５〕図１４は、本発明の第５の実施例の平面図である。実施例１の断面構造図を
採用しており、透明画素電極の外周を液晶配向方向制御電極がとりかこんでいる。このた
め映像信号配線の電位変動の影響を透明画素電極が受けにくいので、垂直クロストークが
発生しにくい。実施例４と異なるのは透明画素電極に円形のホールが多数形成されている
点である。円形以外でも多角形のホールであれば形状は、なんでも良い。１画素内に２行
の液晶配向方向制御電極が存在しており、駆動方式は実施例３と同じ方式を用いる。偏光
板の配置は実施例３と同じで良い。
【００３９】
〔実施例６〕図１６は、本発明の第６の実施例の平面図である。実施例１の断面構造図と
実施例２の断面構造図の２種類が１画素内部に混在している構造をしている。１画素内に
１行の液晶配向方向制御電極が配置されていて、となりあう画素電極はそれぞれ異なる走
査信号配線によって制御されている薄膜トランジスタ素子に連結されている。透明画素電
極に形成されている細長いスリットとスリットの下層に絶縁膜をかいして形成されている
液晶配向方向制御電極の形状は実施例３とほぼ同様で、走査信号配線の方向に対して±４
５度の角度で配置されている。１画素の上半分と下半分とではそれぞれスリットとスリッ
トの下層に形成されている液晶配向方向制御電極は、お互いにほぼ平行にたがいちがいに
配置されている。画素の中央部に上半分と下半分を分離している液晶制御電極が配置され
ている。偏光板は液晶セルの外部に偏光軸が走査信号配線に対して平行と直角方向になる
ように互いに直交する関係に配置されている。
【００４０】
本発明のすべての実施例において透明画素電極と液晶配向方向制御電極とが絶縁膜をかい
してお互いにかさなりあうことで付加容量（保持容量）を形成している。付加容量を大き
くしたければお互いのかさなりあう領域を大きくすれば良い。付加容量を小さくしたけれ
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ば、お互いのかさなりあう領域を小さくすれば良い。通常の範囲ではかさなりあう幅は２
ミクロン程度あれば十分な付加容量が形成される。
【００４１】
図２２，図２３に実施例６の駆動方法がしめされている。実施例３の駆動方法とはすこし
異なっている。実施例３ではとなりあう画素電極は同一の走査信号配線によってコントロ
ールされており映像信号配線からそれぞれ異なる極性の映像信号が書きこまれる方式を用
いている。実施例６ではとなりあう画素電極は異なる走査信号配線によってコントロール
されており、映像信号配線から同じ極性の映像信号が、１水平走査期間ずれて書きこまれ
る方式を用いている。図２２，図２３にあるように、透明画素電極に正の信号が書きこま
れた時には、液晶配向方向制御電極の電位は透明画素電極よりも高い正の極性電位にあり
、透明画素電極に負の信号が書きこまれた時には、液晶配向方向制御電極の電位は透明画
素電極よりも低い負の極性電位にある。透明画素電極と液晶配向方向制御電極は、垂直周
期ごとにそれぞれの極性を反転させている。
【００４２】
本発明のすべての実施例において透明画素電極と液晶配向方向制御電極の電位差を大きく
することで、負の誘電率異方性液晶分子を垂直方向から目的とする方向にかたむきさせる
ことが可能である。垂直方向（９０度）からほんの１～２度傾斜させるだけで十分である
。通常４～５Ｖ以上のバイアス電位が印加される。高速応答させるためには、傾斜角を１
０度以上傾斜させる必要がありこの場合６～８Ｖ以上のバイアス電位を印加する。液晶Ｔ
Ｖ用として本発明を用いる場合、透明画素電極と液晶配向方向制御電極とのバイアス電位
を大きく設定すると良い。コンピューター用表示装置とＴＶ用動画表示装置をかねる時に
はこのバイアス電位を変化できるように回路設計すると良い。
【００４３】
〔実施例７〕図１７，図１８は、本発明の第７の実施例の平面図である。実施例１の断面
構造図を採用しており、透明画素電極の外周を液晶配向方向制御電極がとりかこんでいる
。このために映像信号配線の電位変動の影響を透明画素電極が受けにくいので垂直クロス
トークが発生しにくい。１画素中に１行の液晶配向方向制御電極が存在しており、となり
あう透明画素電極は、それぞれ異なる走査信号配線によって制御されている薄膜トランジ
スタ素子に連結されている。駆動方法は実施例６と同じである。偏光板の配置も実施例６
と同じである。
【００４４】
〔実施例８〕図２５は、本発明の第８の実施例の平面図である。実施例１の断面構造図を
採用しており、透明画素電極の外周を液晶配向方向制御電極がとりかこんでいる。このた
めに映像信号配線の電位変動の影響を透明画素電極が受けにくいので垂直クロストークが
発生しにくい。１画素中に１行の液晶配向方向制御電極が存在しており、となりあう透明
画素電極は、それぞれ異なる走査信号配線によって制御されている薄膜トランジスタ素子
に連結されている。駆動方法は実施例６と同じである。透明画素電極に円形のホールが多
数形成されている。円形以外でも多角形のホールであればどんな形状でも良い。負の誘電
率異方性液晶に左回りまたは右回りのどちらかのカイラル材をブレンドすることにより施
光性液晶表示モードを実現できる。この場合液晶セルギャップｄと屈折率異方性Δｎの積
の値が０．３０～０．６０ミクロンメートルの範囲にあれば良い。負の誘電率異方性液晶
分子は、円形のホールを中心として左旋回または右旋回しながらうず巻き状に配向してた
おれこむことでバックライトの光を、直交配置された偏光板から通過させることができる
。
【００４５】
〔実施例９〕図２０は、本発明の第９の実施例のアクティブマトリックス基板の平面図で
ある。走査信号配線と液晶配向方向制御電極の両方の接続端子部が表示画面の左側にあつ
められている。図１９は接続端子部の拡大平面図である。１画素に２行の液晶配向方向制
御電極が存在する場合の接続端子部の拡大平面図が図１３である。１本の走査信号配線は
異なる行の液晶配向方向制御電極により上下両側からはさみこまれている。上下の液晶配
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向方向制御電極の極性切り換えのタイミングを図３３にあるように同時におこなうことで
走査信号配線の電位変動を最小にくいとめることが可能となり、表示画面に垂平方向の周
期的ムラが発生しにくくなる。図１３にあるように走査信号配線の端子と液晶配向方向制
御電極の端子の距離をあけることで、接続端子間のショートを防止できる。
【００４６】
〔実施例１０〕図１５，図２１は、本発明の第１０の実施例のアクティブマトリックス基
板の平面図である。走査信号配線の接続端子部と液晶配向方向制御電極の接続端子部とが
それぞれ別々に表示画面の左側と右側に分離されている。駆動方法は図１１，図１２にあ
るような方法でも良いし、図３３にあるような方法でも良い。本発明の実施例図１５，図
２１を採用することで接続端子間の距離を拡大できるので接続端子間のショートを防止で
きる。さらに通常のＴＮモードの走査信号配線駆動ＩＣを用いることができるので、開発
コスト生産コストを低減することが可能である。
【００４７】
〔実施例１１〕図２６，図２７は、本発明の第１１の実施例のアクティブマトリックス基
板の平面図である。走査信号配線と液晶配向方向制御電極のそれぞれの接続端子部が表示
画面の左右両端にもうけられている。大型液晶表示装置を駆動する時に一番大きな問題と
なる走査信号波形の遅延の問題をたやすく解決することができる。
【００４８】
【発明の効果】
本発明を用いることで従来のマルチドメイン垂直配向方式液晶表示装置に用いられていた
バンプまたはスリット付きのカラーフィルター基板を用いる必要がなくなりコストを低減
することが可能である。バンプやスリットの加工にともなうバラツキが原因の表示ムラが
発生しなくなるので歩留りが非常に高くなる。バンプやスリットのすきまからの汚染物の
拡散の問題もなくなり非常に信頼性の高い垂直配向方式液晶表示装置を実現できる。ポリ
イミド配向膜塗布工程で不良が発生しても簡単に酸素プラズマ処理によりリワーク可能と
なるのでリワークコストを低減できる。
【００４９】
本発明の電極構造と駆動方法を用いることで液晶分子の応答速度を向上することができる
ので動画対応の超大型液晶ＴＶを実現できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】従来のマルチドメイン垂直配向方式液晶パネルの断面構造図
【図２】平面電極とスリット電極が形成する電界による、垂直配向された負の誘電率異方
性液晶分子の運動方向
【図３】平面電極とスリット電極と配向制御電極が形成する電界による、垂直配向された
負の誘電率異方性液晶分子の運動方向
【図４】本発明のマルチドメイン垂直配向方式液晶パネルの断面構造図
【図５】本発明のマルチドメイン垂直配向方式液晶パネルの駆動原理断面構造図（画素電
極負のデータの場合）
【図６】本発明のマルチドメイン垂直配向方式液晶パネルの駆動原理断面構造図（画素電
極正のデータの場合）
【図７】本発明のマルチドメイン垂直配向方式液晶パネルの平面構造図
【図８】本発明のマルチドメイン垂直配向方式液晶パネルの平面構造図
【図９】本発明のマルチドメイン垂直配向方式液晶パネルの平面構造図
【図１０】本発明のマルチドメイン垂直配向方式液晶パネルの平面構造図
【図１１】本発明のマルチドメイン垂直配向方式液晶パネルの奇数列ｎ行目と（ｎ＋１）
行目の薄膜トランジスタに印加される電圧波形図
【図１２】本発明のマルチドメイン垂直配向方式液晶パネルの偶数列ｎ行目と（ｎ＋１）
行目の薄膜トランジスタに印加される電圧波形図
【図１３】本発明のマルチドメイン垂直配向方式液晶パネルの走査線と液晶配向制御電極
の接続端子部の平面図
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【図１４】本発明の垂直配向方式液晶パネルの平面構造図
【図１５】本発明の垂直配向方式アクティブマトリックス基板の平面図
【図１６】本発明のマルチドメイン垂直配向方式液晶パネルの平面構造図
【図１７】本発明のマルチドメイン垂直配向方式液晶パネルの平面構造図
【図１８】本発明のマルチドメイン垂直配向方式液晶パネルの平面構造図
【図１９】本発明のマルチドメイン垂直配向方式液晶パネルの走査線と液晶配向制御電極
の接続端子部の平面図
【図２０】本発明の垂直配向方式アクティブマトリックス基板の平面図
【図２１】本発明の垂直配向方式アクティブマトリックス基板の平面図
【図２２】本発明のマルチドメイン垂直配向方式液晶パネルの奇数列ｎ行目と（ｎ＋１）
行目の画素に対応するトランジスタに印加される電圧波形
【図２３】本発明のマルチドメイン垂直配向方式液晶パネルの偶数列ｎ行目と（ｎ＋１）
行目の画素に対応するトランジスタに印加される電圧波形
【図２４】本発明のマルチドメイン垂直配向方式液晶パネルの平面構造図
【図２５】本発明のマルチドメイン垂直配向方式液晶パネルの平面構造図
【図２６】本発明の垂直配向方式アクティブマトリックス基板の平面図
【図２７】本発明の垂直配向方式アクティブマトリックス基板の平面図
【図２８】本発明の液晶配向制御電極と透明画素電極に形成されたスリットの平面図と断
面構造図
【図２９】本発明の液晶配向制御電極と透明画素電極に形成されたスリットの平面図と断
面構造図
【図３０】本発明のマルチドメイン垂直配向方式液晶パネルの断面構造図
【図３１】本発明のマルチドメイン垂直配向方式液晶パネルの駆動原理断面構造図（画素
電極負のデータの場合）
【図３２】本発明のマルチドメイン垂直配向方式液晶パネルの駆動原理断面構造図（画素
電極正のデータの場合）
【図３３】本発明のマルチドメイン垂直配向方式液晶パネルの奇数列ｎ行目と（ｎ＋１）
行目の薄膜トランジスクに印加される電圧波形図
【符合の説明】
１‥‥カラーフィルター側ガラス基板
２‥‥ブラックマスク（遮光膜）
３‥‥カラーフィルター層
４‥‥カラーフィルター側透明導電膜（透明共通電極）
５‥‥垂直配向液晶分子の方向制御用バンプ
６‥‥カラーフィルター側垂直配向膜
７‥‥アクティブマトリックス基板側垂直配向膜
８‥‥透明画素電極
９‥‥画素電極側に形成されたスリット開口部
１０‥‥パッシベーション膜
１１‥‥映像信号配線
１２‥‥ゲート絶縁膜
１３‥‥アクティブマトリックス素子側ガラス基板
１４‥‥負の誘電率異方性液晶
１５‥‥液晶配向制御電極
１６‥‥薄膜トランジスタ素子
１７‥‥走査線
１８‥‥コンタクトホール
１９‥‥上部液晶配向制御電極
２０‥‥下部液晶配向制御電極
２１‥‥透明共通電極電位



(17) JP 4373071 B2 2009.11.25

10

20

２２‥‥奇数列映像信号配線波形
２３‥‥ｎ行走査線信号波形
２４‥‥（ｎ＋１）行走査線信号波形
２５‥‥ｎ行上部液晶配向制御電極信号波形
２６‥‥ｎ行下部液晶配向制御電極信号波形
２７‥‥（ｎ＋１）行上部液晶配向制御電極信号波形
２８‥‥（ｎ＋１）行下部液晶配向制御電極信号波形
２９‥‥偶数列映像信号配線波形
３０‥‥（ｎ－１）行走査線接続端子
３１‥‥ｎ行上部液晶配向制御電極接続端子
３２‥‥ｎ行下部液晶配向制御電極接続端子
３３‥‥ｎ行走査線接続端子
３４‥‥（ｎ＋１）行上部液晶配向制御電極接続端子
３５‥‥（ｎ＋１）行下部液晶配向制御電極接続端子
３６‥‥（ｎ＋１）行走査線接続端子
３７‥‥画素電極側に形成されたホール開口部
３８‥‥（ｎ－１）行液晶配向制御電極接続端子
３９‥‥ｎ行液晶配向制御電極接続端子
４０‥‥映像信号配線端子部
４１‥‥画素周辺共通電極端子部
４２‥‥静電気対策用保護回路
４３‥‥（ｎ－１）行走査線信号波形
４４‥‥ｎ行液晶配向制御電極信号波形
４５‥‥（ｎ＋１）行液晶配向制御電極信号波形

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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【図１１】
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【図１３】

【図１４】 【図１５】



(20) JP 4373071 B2 2009.11.25
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